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Ⅰ 事業の報告 

１．事業の概要 

 

当法人は、アカデミック・ディテーリングを実践できる人材養成とシステム整備に関す

る活動（事業）を行うことにより、最新かつ利用可能で最適なすべての科学と処方慣行

とのギャップを埋め、患者にとって最適な薬物治療を実現することを目的としています。 

そして、当法人は、前条の目的を達成するため、次の各号に該当する事業を行います。 

（１）基礎薬学を臨床に活用したアカデミック・ディテーリングの普及に努める。 

（２）アカデミック・ディテーリングに関する十分な知識及び技能を有する日本 

アカデミック・ディテーリング認定薬剤師/教育サポーターを養成する。 

（３）最適な薬物療法を実現するために必要なデータベースやシステム開発と配信 

環境を整備する。 

（４）アカデミック･ディテーリングの効果や医療経済に関する研究の支援を行う。 

（５）その他、この法人の目的を達成するに必要な事業を実施する。 

 

今年度は当研究会の立ち上げに伴い、まずは「（１）基礎薬学を臨床に活用したアカデ

ミック・ディテーリングの普及に努める。」および、「（２）アカデミック・ディテーリ

ングに関する十分な知識及び技能を有する日本アカデミック・ディテーリング認定薬剤

師/教育サポーターを養成する。」事業を立ち上げましたので、以下に報告いたします。 

 

１）アカデミック・ディテーリングの普及活動に関する事項 

公益社団法人相模原市薬剤師会主催「服薬情報提供書（トレーシングレポート）研修

会」に協力 

参加者：27名+相模原市薬剤師会運営スタッフ 4名 

開催日時：2022年 3月 6日 14：00～17：10（ZOOM）（190分） 

    司会：宮﨑美子、稲葉健二郎、講師：清水忠、小茂田昌代、 

チューター：稲葉健二郎 小林輝信、宮﨑美子、小茂田昌代 

１． 便秘薬のアカデミック・ディテーリング講義（小茂田） 

２． 便秘薬に関する基礎薬学講義（清水忠）               

３． 症例提示、TR作成のための SGD   

４． 発表会 

 

 



                                       

２）アカデミック・ディテーリングの研修会開催に関する事項 

第 1回アカデミック・ディテーラー養成プログラム Aコース  

開催日：2022年 4月 17日 

テーマ：基礎薬学の臨床活用（高血圧） 

開催形式：Web開催（研究会契約 Zoom） 

企画責任者：清水忠 

申込者：83名、会員 65名、学生準会員 1名、非会員 17名 

受講者: 76名 

 

第 1回アップデート講座 Aコース   

申込者：16名 

受講者：15名 

  

第１回アドバンスト研修 

開催日：2022年 5月 22日 

テーマ：アカデミック・ディテーリングをフォーミュラリに活かしエビデンスを創る 

開催形式：Web開催（研究会契約 Zoom） 

企画責任者：小茂田昌代 

申込者：（会員）29名 

受講者：20名、LIVE動画受講者：9名 

 

第 1回アカデミック・ディテーラー養成プログラム Bコース 

開催日：2022年 6月 25日 

テーマ：資材を活用した処方提案（高血圧） 

開催形式：Web開催（研究会契約 Zoom） 

企画責任者：出雲貴文 

申込者：62名   （会員）53名、（非会員）9名 

受講者：58名 

   

第 1回アップデート研修会 B コース  

申込者： 17名 

受講者： 17名 

 

 



                                       

３）認定に関する事項 

認定対象者：2018～2022年３月 20日に申請要件を満たした会員 

認定日：2022年４月７日（代表理事承認） 

認定申請者数：39名（認定指導者 13名、認定薬剤師 25名、認定教育サポーター1名） 

認定者数：39名 

１）認定指導者 13名（内訳：大学教員 4名、病院薬剤師７名（兼教員２名）、保険薬局薬剤師１名、

薬剤師会（医薬品情報）１名） 

２）認定薬剤師 25 名（内訳：病院薬剤師 18 名、保険薬局薬剤師 5 名、医薬品卸 1 名、一般企業

（医薬品情報）１名） 

３）認定教育サポーター１名：製薬企業１名 

４）部会活動報告 

企画部会 

部会長：小茂田昌代 

部会員：広井賀子, 滝島洋, 古野喬志, 馬場喜弓, 杉山奈津子, 岡田由美子 

部会：2022 年 3月 25日（金）19時半～Zoom、2022年 6月 8日（水）21時～Zoom 

活動内容：部会員で研修を分担して担当し、研修のスケジュール案作成と PECS単位申請を

行った。 Zoom ログ確認マニュアルや PECS申請マニュアルの作成を行った。 

              

基礎薬学部会 

部会長：清水忠 

部会員：斎藤顕宜, 西川元也, 伊藤俊将, 宮嶋篤志, 水野美麗, 田中怜, 黒原崇, 田代 

祐也, 上田昌宏 

部会：2022年 4月 4日（金）19時半～Zoom 

活動内容：4月 17日（日）に、Aコース「基礎薬学の臨床活用」を実施した（別紙参

照）。 

 

臨床エビデンス部会 

部会長：佐藤淳也 

部会員：田中怜、鈴木貴之、佐々木優、永瀬真理子、龍伸和、加藤香里、藤田早織、

大矢智則、諸橋賢人、尾関理恵、川島紀明、大島良康  

部会：第 1回-2022 年 3月 10日、第 2回-2022年 6月 16日 いずれも Zoom 会議 

活動内容：第 1回-部会員で本会における役割を確認し、今後の活動内容（養成プログ

ラム Dコース）などについてディスカッションした。第 2回は、7/24の Dコース開催

に向けた論文収集、9/11 学術大会役割分担など議論した。                          



                                       

コミュニケーション部会 

部会長：宮崎美子 

部会員：小山裕之、土屋裕伴、長澤宏之、木内陽子、高橋哲也 

オブザーバー：南雲陽子 

部会：2022 年 6月 13日（月）20時～Zoom 

活動内容：部会員で本会における役割を確認し、今後の活動内容（養成プログラム C

コース）などについてディスカッションした。  

       

資材開発部会 

部会長：出雲貴文 

部会員：永田将司、池田由紀、濵瀬眞弓、高浦知沙、大沼真季、福井宗憲、深澤佑樹 

部会：2022 年 4月 26日（火）19時～Zoom、2022 年 5月 24日（火）19時～Zoom、

2022年 6月 7日（水）19時～Zoom 

活動内容：部会員で本会の役割を確認し、Bコース研修を分担して担当し、研修のス

ケジュール案作成と実施を行った。また資材開発と今後の作業のあり方についてディ

スカッションした 

              

認定部会 

部会長：宮﨑美子 

部会員：座間味義人  

部会：メールでの情報交換・共有 

活動内容：2022年 3月 20日より新規の認定薬剤師 25名と認定教育サポーター1名計

26名の申請要件の確認を実施し、申請者への不足資料の問い合わせ等の作業を行い、

４月７日に代表理事の承認を得た後、理事会報告とした。 

            

広報部会 

部会長：宮﨑美子 

部会員：小林輝信、稲葉健二郎、飯嶋久志、吉田浩美、木村聡子、石塚和美、徳永慶

子、北岡晃、廣瀬浩一 

部会：2022 年 2月 14日（月）19時～Zoom、2022 年 4月 25日（火）19時 30分～Zoom 

活動内容：養成プログラム、学術大会等について、各メディア（薬事日報、薬業時報

等、日経 DI ）、 千葉県薬剤師会、千葉県病院薬剤師会等への広報、相模原市薬剤

師会での研修会企画、今後の HP掲載内容、研究会の方向性、初学者向けプログラムな

どについてディスカッションした。 

       

  



                                       

総務部会 

部会長：小茂田昌代 

部会員名：井上雅明、佐々木実、野村浩子、宮﨑美子  

部会開催日：2022 年 4月 10日（日）、2022年 4月 28日（木）税理士横田氏と打合せ 

活動内容：一般社団法人規則に則り、総務部会の運営や事務局との役割分担について

検討を継続中。謝金支払いの流れについて検討を開始、その後、メールやり取りで、

事務局と連携して、謝金振込金額確認を行った。 

医薬品情報部会 

部会長：小茂田昌代 

部会員：宮﨑美子、星野静、オブザーバー：小崎彩 

部会開催なし 

活動：ステロイドの基礎薬学的比較について、発信情報をまとめた。会員への情報発

信を行う方略について検討を行った。 

 

システム部会 

部会長：野村浩子 

部会員：広井賀子、宮浦淳一、佐藤将嗣、金井紀仁、細見徳子、大島良康、大野悠、

湧川朝也 

オブザーバー：大野逸子、藤村義明、浅野俊彦 

部会：2022 年 2月 28日（月）、2022 年 4月 25日（月・中止）、2022年 5月 31日

（火・打合せ） 

活動内容：研究会が保有するシステム資材及び活動予定について代表より提示があ

り、Microsoft・Accessなどのスキル確認を実施した。学術大会：教育講演の企画を

行った。  

 

アカデミック・ディテーラー部会 

部会長：小茂田昌代 

部会員：座間味義人、認定者 

部会：なし  

活動内容：アドバンスト研修時に交流会を行い、意見交換を行った。 

 

 



                                       

Ⅱ 業務の概要 

１．会員に関する事項 

 （2022年 6 月 30 日現在）正会員：177名、名誉会員：3名、学生準会員：1名 

              賛助会員：0名 

 名誉会員：東京理科大学薬学部嘱託教授 青山隆夫 

熊本大学薬学部客員教授  山本美智子 

東京理科大学薬学部客員教授 後藤惠子 

  

  

○社員総会の開催 

第 １ 回：2022 年 9 月 11 日（日）に開催 

 

２．役員等に関する事項 

（１）理事・監事 （2022年 6 月 30 日現在） 

  代表理事：  小茂田昌代、副代表理事：  宮﨑美子 

理事：  佐藤淳也、伊藤俊将、清水忠、稲葉健二郎、野村浩子、出雲貴文、 

西川元也、小林輝信、斎藤顕宜、座間味義人、飯嶋久志 

監事：  高橋智  以上理事 13 名 監事 1 名   

理事/監事所属は別紙参照 

 

○理事会の開催 

第 1回 2021年 9 月 11 日（土） 

第 1期  

第 2回 2021年 10 月 2 日（土）メール審議 

第 3回 2021年 12 月 15 日（水）メール審議 

第 4回 2022年 1 月 29 日（土） 

第 5回 2022年 2 月 1 日（火）メール審議 

第 6回 2022年 2 月 8 日（火）メール審議 

第 7回 2022年 2 月 16 日（水）メール審議 

第 8回 2022年 3 月 3 日（木）メール審議 

第 9回 2022年 3 月 8 日（火）メール審議 

第 10回 2022年 3 月 12 日（土）メール審議 

第 11回 2022年 3 月 17 日（木）メール審議 

第 12回 2022年 3 月 21 日（月）メール審議 

第 13回 2022年 4 月 10 日（日）メール審議 



                                       

第 14回 2022年 5 月 14 日（土）メール審議 

第 15回 2022年 5 月 27 日（金）メール審議 

第 16回 2022年 6 月 5 日（日）メール審議 

第 17回 2022年 6 月 8 日（水）メール審議 

第 18回 2022年 6 月 13 日（月）メール審議 

第 19回 2022年 6 月 23 日（木）メール審議 

第 20回 2022年 6 月 29 日（水）メール審議 

 

〇事務局 経理事務、窓口業務（司法書士、会計事務所、外部業務委託先等） 


